





































より詳細な結果については, 我々の学術論文 (Shirasaki, Sugiyama,
Takahashi, F. S. Kitaura, 2021, Phys. Rev. D, 103, 023506)をご覧ください.
図 1: 密度再構築法の適応例. 左側にシミュレーションで得られる宇宙大規模構造, 右側に初期状態, 真ん中に密度再構築法を適応した状態を示
す. それぞれのパネルで, 一辺の単位は１０億光年としている. また, 明るい領域ほど高密度領域, 暗い領域は低密度領域を表している. ３つのパ
ネルで, 密度分布は平均が0, 分散が1になるように規格化した.
